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企業メセナ協議会では、

民間の芸術文化支援に関する

「メセナ活動実態調査」を

1991年より実施。

調査結果を「メセナリポート」に

まとめ、広く発表しています。

[■査概要 ]

調査の対象 :全国の上場企業、

非上場売上高上位300社、

企業メセナ協議会会員企業、

メセナ アワード応募企業等、計4,423社

調査の実施時期:2007年4月 ～5月

調査方法 :郵送によるアンケート

調査対象期間:2006年4月 1日～

2007年 3月 31日 [2006年度 ]

有効回答数 :690社 [昨年度623社 ]

有効回答率:156%[昨 年度 145%]

図表中の「N=000」 は母数で

N=100%と なる。
「SA」 は単独回答、「MA」 は複数回答。
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業メセナの動向や意識を継続的に探ってきた「メセナ活動実態調査」。

これまでで最も多い690社から回答を得た今回は、メセナを企業の社

図11メセナ活動の実施状況 [SA/N=690]

図211社当たりのメセナ活動件数 [N=475] 図311社当たりの平均メセナ活動件数の推移

100%

会的責任 (CSR)の一環として位置づける傾向が強まるとともに、地域や顧客

等とのコミュニケーションの深化、企業姿勢についての評価の向上などをメセナ

の意義として挙げる企業が多くありました。時事設間ではメセナ活動に社員参

加を促す制度やプログラムについても聞いています。

■ は、本文中に図表を掲載してしヽるもの。

□ |よ 図表は特に掲載してしヽなしヽもの。

メセナ(芸術文化支援)活動を
「行った」企業は475社
■…2006年度にメセナ活動を「行つた」と

回答した企業は475社で過去最多となつた。「行

わなかつた」と回答した企業は215社であつた。

■…調査回答企業におけるメセナ実施率は

68.8%(昨 年度71.1%)で あつた。調査対

象企業における実施率 (無回答企業をすべ

て未実施と見なす場合)は 107%(同 103%)

であつた。
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1社当たりのメセナ活動件数は

平均5。 9件

ロ メセナ実施企業475社 の活動総数は
2,819件 である (昨年度443社・2′ 842件 )。

■ メセナ実施企業1社当たりの活動件数は、
平均で5.9件 (同 6.4件 )、 中央値

*は 3件 (同

3件)であつた。

■…活動件数「1件」の企業が26.3%を占め、

720%の企業が「5件以下」である。
*中央値とは、回答 (活動件数)を順に並べて中央 (今年度
は238番 目)にある値。
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メセナ活動の実施状況 [図 1]
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メセナ活動の芸術分野 [図 4]
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音楽が4割で最多、

次いで美術が3割

■ メセナ実施企業475社 の活動総数
2′819件のうち、約4割にあたる1′ 193件が「音

楽」分野での活動であった。次いで「美術」

(288%)が多く、「伝統芸能」(9.2%)、「演

劇」(62%)が続いた。

■ ・企業数ベースで見ると、「音楽」分蜀で

の活動実施は、全体の7割に上る (337社 ・

709%)。

図41メセナ活動の芸術分野 [MA]

実施件数ベース[N=2.819]

40     20      060%

企業数ベース[N=475]

0      20     40

企業数ベース[N=475]

0     20     40

不明|
79%|
|

|

継続
75.0%
[2,114件 ]

表11メセナ活動の実施地域
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175社で資金以外の

経営資源による支援を実施

ロ メセナ活動の実施方法は、「他団体への
支1援・提供」,つ 3`92ネ土(825%)・ 2′ 021件

(717%)、「自主企画・運営」が275社 (579

%)・ 798件 (28.3%)で あつた。

■ 「他団体への支援・提供」のうち、「資金
支援」が最多の366社 (77.1%)で、資金以

外の経営資源 (マンパワー、場所、製品・サ

ービス、技術・ノウハウ)による支援も175社

(36.8%)で 行われた。

5年以上継続されている

活動が47%
■ ・メセナ活動総数 2′ 819件の開始年度を

見ると、「新規」25.0%(705件 )、「継続」

75.0%(2′ 114件 )であった。企業数ベース

で見ると、35.4%(168社 )が「新規」のプロ

グラムを開始し、962%(457社 )が「継続」

のプログラムを実施している。

■・ 5年以上継続されているプログラムは

474%(1,336件 )、 10年以上のプログラム

は33.3%(938件)であつた。

約半数の企業が

複数の地域でメセナを実施

■…メセナ活動は47都道府県全域で実施さ

れた。海外にかかわるメセナ活動は100件

(3.5%)であつた。

□ ・全2,819件のうち、複数の都道府県で実

施された活動は264件 (94%)であつた。
企業数ベースで見ると、236社 (497%)が

複数の都道府県においてメセナ活動を行つて

いる。
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※「複合芸術」は、複数分野の要素をあわせ持つ活動を指す。
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※「資金支援」および「マンパワー」「場所」「製品 サービス」

「技術 ノウ八ウ」の提供は、他団体に対する場合を指す。

主催事業で発生した経費やスタッフ/自社施設/製品/技術等の使用は

すべて「自主企画 運営」に含まれるものとする。

図61プログラムの開始年度 [N=2,819]
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※1「海外」には現地で実施した活動に
加え、現地での展覧会の協賛など

も含む。

※2「地域を限定しない」には、公募地
域を限定しない顕彰・コンクール、

実施場所を持たない冊子・ウエブサ

イトの制作などが含まれる。

※3 -つの活動が複数地域で行われる
ものについては、企業数・活動件数

ともに重複している。

メセナ活動の方法 [図 5]

プログラムの経続性 [図 6]
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メセナ活動の実施地域 [表 1]
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図711社当たりの平均メセナ活動費総額と活動費総額合計の推移
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8年連続回答企業 [84社 ] 活動費総額合計

2006年度の活動費合計は
421社 で 256億 8,647万 円

■ メセナ活動費総額については、これまで
で最も多い421社 (886%)か ら回答があつ

た (昨年度388社・875%)。

■…回答のあつた421社の活動費総額の合

計は256億 8′ 647万円、1社当たりの平均は

6′ 101万円であつた。2社から約100億円の回

答があつた昨年度 (331億 4′ 260万円)より

数値は下がったが、それ以前から見れば、回

答企業数の伸びに伴い活動費総額は増えて

いる。

■・比較が可能な8年連続活動費回答企業

84社の1社当たり平均メセナ活動費について

推移を見ると、1999年度が1億 2′ 905万円、

2006年度が1億 2′ 498万円であり、この8年

間で大幅な増減はない。

1,000万円未満の企業が
約半数

■・回答のあつた421社の活動費総額の分

布を見ると、1,000万 円未満の企業が492%
を占めている。1′ 000万円以上 1億円未満は

356%、 1億円以上は152%であつた。

□ 中央値は 1′ 000万円、最頻値*は 100万
円である。

*最頻値は、具体的な金額として最も多く回答された値。

1プログラム当たりの事業費は

約半数が100万円未満
■・メセナ活動1プログラム当たりの事業費は、

計 1′776件 (630%)について回答があつた。

□ 1プログラム当たりの平均は8074万円

で、100万円未満のプログラムが約半数 (511

%)であつた。
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※1活動費総額が大幅に伸びた主な理由は .
回答企業のうち2社から、2005年 度活動費として
約 100億円が計上されたことによる。

図81メセナ活動費総額の分布
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※21994年度、回答のあつた211社分の 1社平均は1億 3.868万用、
施設の建設費といつた単年度の費用が不明確なものを除くと

1社平均はア′546万円となる。
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※マンパワーや場所の提供などで
「0円」と回答があった活動のみ。

メセナ活動費総額 [図 7]

メセナ活動費総額の分布 [図 8]

メセナ活動の事業費の分布 [図 9]

1社当たりの平均メセナ活動費総額

/       6,101

6,389        11,122

10,228

12′ 695

14′ 076

|る、
^来
゛

ノメン′`

S'

161



メセナ活動を行う目的 [図 10]
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「社会貢献の一環として」が

9割超
■―メセナ実施企業475社にメセナ活動を行

う目的を聞いたところ、「社会貢献の一環とし

て」が9割を超え (922%)、 次いで「地域社

会の芸術文化振興のため」(669%)、「芸術

文化全般の振興のため」(535%)であつた。

半数の企業が

メセナ活動の方針を持つ

■ メセナ実施企業のうち、535%(254社 )
がメセナ活動を行ううえでの基本方針を策定

している (昨年度526%・ 233社 )。

メセナ活動の予算枠を

決めていた企業が78%
■ 年度の初めにメセナ活動の予算を決め

ていた企業は、783%(372社 )であつた (昨

年度774%)。

4分の1の企業で

専任部署が担当

■ メセナ活動を担当した部署については、「広
報関連の部署」189社 (398%)が最も多く、

次いで「総務関連の部署」157社 (331%)、「文

化・社会貢献等の専任部署」119社 (25.1%)

であつた。

□―全体の約半数にあたる224社 (47.2%)

では、複数の部署でメセナ活動を担当してい

る。

スタッフl～3人の企業が

過半数

■…メセナ活動の担当スタッフ数について聞

いたところ、1～ 3人でメセナを担当する企業

が過半数 (541%)で、1社当たりの平均スタッ

フ数は65人となつた。

□…専任スタッフを置く企業は208社 (438%)、

兼任スタッフを置く企業は358社 (75.4%)

あり、99社 (208%)で専任・兼任両方のスタッ

フを置いている。

図101メセナ活動の目的 [MA]
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図121メセナ活動の予算化 [SA/N=475]
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図111メセナ活動の基本方針 [SA/N=475]
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図131メセナ活動の担当部署 [MA/N=475]
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図141メセナ活動の担当スタッフ数 [N=475]
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メセナ活動の基本方針 [図 11]

メセナ活動の予算化 [図 12]

メセナ活動の担当部署 [図 13]

メセナ活動の担当スタッフ数 [図 14]
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図151メセナ活動で重視した点 [MA/N=475]

地域文化の振興

芸術文化の啓発・普及

青少年への芸術文化教育

若手や評価の定まつていない

芸術家への支援

鑑賞者への支援

国際文化交流

アマチユアヘの支援

日本の伝統芸能の振興

既に定評のある芸術家への支援      14.9[71]

同時代芸術の振興       9545

文化財等の発掘 保存 修復       9344

芸術文化の調査 研究     63130

その他      691331

図161メセナ活動の対象やプログラムの選定方法 [MA/N=475]

0         10        20        30
支援対象からの直接要請

(協賛依頼など)

自主的に探し出した

外部からの紹介・依頼
(代理店、行政、マスコミ、その他 )

社内他部門や関係会社、
グループ企業からの依頼・推薦・紹介

その他塁饉理34[16]

図171パートナーシップを組んだ相手 [MA/N=251]
「パートナーシップがあった」と回答した企業について集計

2000年 7月 4H第二種郵使物認暉メセナndc 2∞ 7年 11月 15'l発 行[特別け]1第61号

「地域文化の振興」が最多
■¨メセナ活動を行ううえで重視した点につ

いては、「地域文化の振興」(62.1%)が最も

多く、「芸術文化の啓発・普及」(573%)が

続く。

□ 「青少年への芸術文化教育」(343%)
の割合は、この5年間で約10ポイント増加し

ており、意識の高まりが見られる。

芸術団体等からの

直接要請が最多

■・支援先やプログラムを選定する方法に

ついて、「支援対象からの直接要請」(61.7%)

「自主的に探し出した」(457%)が 、間接的

な支援要請を上回つている。

□ ―「自主的に探し出した」と回答した企業

に具体的な方法を聞いたところ、「担当者が

公演に足を運ぶなどして情報収集」「一般よ

り広く募集」「社員からの提案」「地域の芸術

団体に相談」などが挙げられた。

「アーテイスト、芸術文化団体」

との協働が最多

ロ メセナを実施した企業の528%(251社 )|
がパートナーシップ*によるメセナ活動を行つ

ている (昨年度54.6%)。

■ パートナーシップの相手先は、「アーティ
スト、芸術文化団体」(50.2%)が最多で、次

いで「他の企業」(378%)、「公益法人」

(371%)が多い。
*こ こでいうパートナーシップとは、名義のみの共催としヽっ
た形式的なものではなく企画や運営を協働で行うような活動。

「 芸 術 的 な質 の 高 さ」が 48%

■…どのような基準でメセナ活動の支援先や

パートナーを選んだかについては、「芸術的

な質の高さ」(47.8%)が最も多い。次いで

「市民参加・鑑賞者開発の可能性」(318%)

が多く、「活動の独自性・希少性」(29.9%)、

「対象としている社会的課題の重要'1劃 (297%)

がほぼ同数で続いた。

lV6c6nat Report 2007

10 20

アーティスト、芸術文化団体

他の企業

公益法人 (財団、社団など)

NPO、 市民グループ

行政

学校などの教育機関

自社の社員 (専任以外 )

その他      68[17]

図181支援先・パートナーの選定基準 [MA′ N=475]
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市民参加・鑑賞者開発の可能性
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対象としている社会的課題の重要性

社会的認知度の高さ

活動実績の豊かさ

自社の活動方針との合致

収支計画や運営面での健全性

活動の先進性

その他 菫曇曇望65[31]

特になし       86:41

メセナ活動で重視した点 [図 15]

メセナ活動の対象やプログラムの選定方法 [図 16]

パートナ…シップによるメセナ活動 [図 17]

メセナ活動の支援先やバートナーの選定基準[図 18]
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メセナ活動とCSRの関連 [図 19]
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「 CSRの 一 環 」との 認 識 高 まる

■ メセナ活動と「企業の社会的責任 (CSR)」
をどのように関連づけているかについては、

65.1%の企業がメセナ活動を「CSRの一環

として位置づけている」と答えた。「今後CSR

の一環に含めていく」企業と合わせて870

%に上る。

「参加者・来場者」を意識

■…メセナ活動を評価する基準については、「参

加者・来場者の評価」(62.9%)、 「参加者・

来場者数」(503%)が多く、次いで「社内

の評価」(36.6%)、 「被支援者の評価」

(276%)、 「マスコミの評価」(248%)と

なつた。

「社会的意義」を最も重視

■…メセナ活動についてどのような観点から

評価を行っているかについては、「社会に対

する効果・影響があつたか」(76.6%)が最

も多く、次いで「目標に対してプログラムが

有効か」(53.2%)、「投入された経営資源に

対して最大の成果が出ているか」(35.3%)

となつた。

「 ス タッフの 不 足 」が 大 きな 支 障

■ メセナを行ううえで支障となる事柄があ
つたと回答した企業は288社 (606%)で、

うち「予算額が少ない」(472%)と の回答

が最多であった。「スタッフ数の不足」(35.8%)

と「専門知識を持ったスタッフの不足」(302%)

は、ともにこの5年間で約10ポイント増加し

ている。

□ ・メセナを「行わなかつた」と答えた企業

215社にその理由を聞くと、「資金に余裕が

ない」(42.8%)と「スタツフ数に余裕がない」

(414%)がほぼ同率でトップに挙げられ、次

いで「情報やノウ八ウがない」(31.6%)、 「担

当部署がない」(284%)と なつた。

図191メセナ活動と「企業の社会的責任 (CSR)」 の関連 [SA]

0 40 60 80

2006年度 [N=475]

2005年度 [N=443]

2004年度 [N=424]

2003年度 [N=411]

21.9% [

26.7[113]

100%

2
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その他       無回答
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■CSRの一環として位置づけている

今後CSRの一環に含めていく

図201メセナ活動を評価する基準 [MA′ N=475]
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その他

特に評価していない

20.6[98]

19.4[92]

291141
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60%40

50.1[176]

76.1%

図211メセナ活動の評価項目 [MA]

図20で「評価する基準」をいずれか選択した企業について集計

0

プログラムの実施によつて、社会に対する

効果・影響があったか (社会的意義 )

設定された目標に対してプログラムが

有効と思われるか (妥当性 )

投入された経営資源に対して最大の

成果が出ているか (効率性 )

設定された目標をどのくらい実現できたか
(達成度 )

200

「支障があつた」と回答した企業について集計

予算額が少ない

スタッフ数の不足

専門知識を持つたスタッフの不足

目先のメリットが見込めない

社内の理解がなかなか得られない

税制上の優遇措置がない

情報やノウ八ウがない

担当部署がない

支援したい芸術文化活動が少ない

経営トップが替わると方針が変わる

その他

39.9 40]

33.3[117]

目標を達成するために必要最小限のコストか      21.8[83]
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図221メセナ活動において支障となる事柄 [MA′ N=288]
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メセナ活動を評価する基準 [図 20]

メセナ活動を評価する項目 [図 21]

メセナ活動において支障となる事柄 [図 22]
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図231メセナ活動に対する社内理解の促進 [MA/N=475]

20(X)年 7月 4日第二種郵使物認可メセナnotc 2007年 11月 15日発行〔特別号〕1第 61号

社内報・PR誌が7割
■・メセナ活動に対する社内理解促進のた

めにどのようなことを行つたかを聞いたところ、

「社内報や企業 PR誌などで活動を紹介」

(707%)が最も多かった。また、「他部署と

の連携でメセナを推進」(158%)や「社員
ボランティアを推奨するしくみを設置」(11.6%)

など、メセナ運営に社員の関与を促す取り組

みも見られた。

4割の企業がメセナ活動を

年次報告書等で紹介

■・メセナ活動をどのようにPRしたかについ

ては、「自社ホームページ」(627%)、「ポス

ター・チラシ・プログラム」(552%)、「新聞・

雑誌・テレビ・ラジオ等への広報活動」(49.9

%)をそれぞれ約半数の企業が挙げた。

■ 「企業PR誌や年次報告書にて活動を紹
介」した企業は192社 (40.4%)に増え (昨

年度368%)、「メセナ・社会貢献のパンフレ

ットを作成」している企業も49社 (103%)
あつた。

地方自治体の

イニシアティヴに期待

■…芸術文化振興のためにどこが主体となっ

て支援していくべきかを聞いたところ、メセ

ナ実施企業475社においては「地方自治体」

(73.3%)、「企業」(68.8%)、「政府」(53.3%)

の順であつた。

■…メセナ未実施企業215社においては「地

方自治体」(572%)、「政府」(54.4%)、「公

益法人」(391%)が上位に挙がり、「企業」
は386%であつた。

メセナ実施企業の

9割以上が実施

ロ メセナ活動以外の社会貢献活動の実施
状況を聞いたところ、メセナ実施企業475社

では931%(442社 )、 メセナ未実施企業

215社では64.7%(139社 )であつた。いず

れも「地域社会活動」が最多であつた。

0
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メセナ実施企業 [N=442]
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社内報や企業 PR誌などで活動を紹介

ポスターやチラシを配布

イントラネットなどで活動を告知

招待券や入場券を配布

自社施設内での催しを企画          |

他部署との連携でメセナを推進 |||||||| |

社員ボランティアを推奨するしくみを設置 ||||||

社員研修などに組み入れ ||||18.2[39]
公演や美術展などの鑑賞ツアーを実施 III15 1[24]

その他 ||||16.1[29]

図241メセナ活動の社外PR[MA/N=475]

自社ホームページにて活動を紹介

ポスター・チラシ・プログラムを配布

新聞・雑誌・テレビ・ラジオ等への広報活動

企業 PR誌や年次報告書にて活動を紹介

招待券や入場券を配布

新聞・雑誌・テレビ・ラジオ等に広告出稿

タイレクトメール (郵送 Eメール )を送付     21.3[101]

メセナ 社会貢献のハンフレットを作成      1031491

その他   4823‐

特に行わなかった  13.1[62]

図251芸術文化振興のためにどこが支援すべきか [MA]
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図261メセナ活動以外の社会貢献活動の内容 [MA]
「社会貢献活動を行つた」と回答した企業について集計
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メセナ活動に対する社内理解の促進 [図 23]

メセナ活動の社外PR[図 24

芸術文化振興のためにどこが支援すべきか [図 25]

メセナ活動以外の社会貢献活動 [図 26]

IV6c6nat Report 2OO7

34.0[73]

59.8

509[242]

49.512351

73.3%

68.6



メセナ活動を通じて企業が得たこと [図 27]

20∞年7月 4日 第二種郵使物認口rメ セナnotc 2007年 11月 1511発 行 [特別号]1第61号

2007■三度 口躍 設 問  毎年継続的に調査している項目に力日え、今年度は企業がメセナ活動を通じて得たことと、社員参加を促す制度やプログラムにつしヽて調査した。

図271メセナ活動を通じて企業が得たこと [MA′ N=475]

「地域との関係が深まった」が

最多

■…メセナ実施企業475社に、メセナ活動を

通じて得たことはなにかを聞いたところ、「地

域との関係がより深まつた」(648%)が最

多で、次いで「企業イメージやブランド価値

が向上した」(55.8%)が 多かつた。

□・具体的には、「日ころ接点のない地域の人々

との交流のきっかけになつている」「取引先

からの評価が高い」「本業では得にくい人脈

を得た」「今までにない発想や新たな活動の

ヒントを得た」などの回答が寄せられた。

「ボランティア体暇制度」が

最多

■・メセナ活動を含む社会貢献活動等への

社員参加を促す制度については、メセナ実施

企業475社のうち208社 (438%)が導入し

ていると回答した。その内容は「ボランティ

ア休暇制度」が126社で最も多く、次いで「社

員ボランティア制度」(77社 )、「マッチングギ

フト制度」(59社 )、「募金制度」(58社 )など

である。

回答企業プロフィール

表21業種別に見るメセナ活動の実施状況

業種
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10     20     30     40     50    60%

その他  15[71

わからなぃ     8440[

図281メセナ活動を含む社会貢献活動等への社員参加を促す制度やプログラム [MA/N=208]
「導入している」と回答した企業につしヽて集計

地域との関係がより深まつた

企業イメージやブランド価値が向上した

自社について広く知られるようになつた

顧客との関係がより深まつた

新たな人的ネットワークを得た

社員が自社に誇りを持つようになつた

本業へのフィードバックがあつた

就職を希望する学生が増えた

ボランティア体暇制度

社員ボランティア制度

マッチングギフト制度
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その他

95145]
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企業数   実施企業  未実施企業   業種 企業数   実施企業  未実施企業

社員参加を促す制度やプログラム [図 28]
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※業種は証券コード協議会の「業種別分類項目」に準じる。

0これまでの調査結果は、「メセナリポート」(2001年～ )、「メセナ白書」(1991～ 2000年、ダイヤモンド社)に収録しています。
● 回答企業各社のメセナ活動は、データベース「メセナビ」(www mecenavlinfo)に て公開してい志す。
●企業メセナの事例や分析については、以下の出版物をこ覧ください。『いま、地域メセナがおもしろい」(2005年 )/Fメセナマネジメント」(2003年 )/「なぜ、企業はメセナをするのかフ』

(2000年 )/機関誌「メセナnote」 (隔月発行)/ブックレット「セミナーシリーズ」(既刊No l～ 10)一 詳しくは企業メセナ協議会ホームページ (www mecenat orip)にて
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